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一　

は
じ
め
に

　

鹿
児
島
県
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
、
本
格
的
な

人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
経
済
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
高
度
情
報
化
・
技
術
革
新
の
進

展
な
ど
大
き
く
変
化
し
、
価
値
観
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
等

の
変
化
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
変
化
も
生
じ
て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
今
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
や
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
、
県
有
施
設
の
老
朽
化
な
ど
へ

の
対
応
も
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
る
と
、
行
政
需
要
は
、
今
後
ま
す
ま
す
、
高
度
化
・
多

様
化
・
複
雑
化
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

人
口
減
少
等
が
進
む
中
、
今
後
も
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
安
定
的
に
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
行

政
資
源
を
効
果
的
・
効
率
的
に
活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
人

材
・
組
織
に
関
す
る
取
組
が
よ
り
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
当
県
で
は
、
令
和
四
年
三
月
に
策
定
し
た

「
行
財
政
運
営
指
針
」
に
基
づ
き
、
持
続
可
能
な
組
織
体

制
づ
く
り
に
向
け
て
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
資

質
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
意
欲
を
持
っ
て
働
け
る
環
境

を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
の
問
題
意

識
の
も
と
、
人
材
の
確
保
や
育
成
、
働
き
や
す
い
職
場
環

境
の
整
備
な
ど
を
重
点
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
、
当
県
に
お
け
る
「
持
続
可
能
な
組
織
体
制
づ

く
り
」
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

二　

鹿
児
島
県
の
組
織
・
職
員
体
制
の
現
状
と
課
題

㈠　

職
員
数
の
推
移
・
年
齢
構
成

　

当
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
財
政
改
革
を
進
め
て
き
て
お

り
、
従
前
で
は
、
平
成
二
四
年
三
月
に
、
当
時
、
国
・
地

方
を
通
じ
た
厳
し
い
財
政
環
境
や
当
県
の
自
主
財
源
に
乏

鹿
児
島
県

人材育成・確保の取り組み人材育成・確保の取り組み

鹿
児
島
県
に
お
け
る
持
続
可
能
な
組
織
体
制
づ
く
り

～
人
材
育
成
の
先
進
県
を
目
指
し
て
～

鹿
児
島
県
総
務
部
人
事
課
行
政
経
営
推
進
室
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し
い
脆
弱
な
財
政
構
造
の
も
と
、
経
済
情
勢
の
変
動
に
も

的
確
に
対
応
し
な
が
ら
、
新
た
な
行
政
需
要
に
必
要
な
財

源
を
確
保
し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
行
財
政
構
造
を
構
築
す

る
た
め
、「
行
財
政
運
営
戦
略
」
を
策
定
し
、
簡
素
で
効

率
的
な
組
織
機
能
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
業
務

の
民
間
委
託
の
推
進
や
執
行
体
制
の
見
直
し
に
努
め
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
令
和
三
年
四
月
一
日
時
点
の
職
員
数
は
、

同
戦
略
策
定
当
初
の
平
成
二
四
年
四
月
一
日
に
比
べ

七
八
七
人
の
縮
減
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
間
、
新

規
採
用
職
員
を
抑
制
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
、
知

事
部
局
職
員
の
年
齢
構
成
は
、
四
〇
歳
代
・
五
〇
歳
代
に

比
べ
、
二
〇
歳
代
・
三
〇
歳
代
の
職
員
数
が
少
な
く
、
歪

な
年
齢
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

㈡　

職
員
採
用
試
験
の
状
況

　

職
員
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
高
齢
層
職
員
の
退
職
状
況

を
踏
ま
え
、新
た
に
採
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

近
年
は
、
新
規
採
用
に
つ
い
て
も
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
等
を
背
景
に
、
技
術
職
員
を
中
心
に
、
職
員
採
用
試

験
の
受
験
者
数
は
減
少
傾
向
、
競
争
倍
率
は
低
下
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
昨
年
度
を
含
む
過
去
一
〇
年
間
の
状
況

と
し
て
、
採
用
予
定
人
員
は
、
一
〇
年
前
に
比
べ
約
四
割

増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、
受
験
者
数
は
、
約
二
・
五
割

減
少
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

特
に
技
術
職
に
つ
い
て
は
、
採
用
予
定
数
は
増
加
す
る

一
方
で
受
験
者
数
は
横
ば
い
と
な
っ
て
お
り
、
競
争
率
は

直
近
一
〇
年
間
で
約
四
分
の
一
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
状

況
で
す
。
将
来
的
に
も
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
一

層
の
進
行
に
伴
い
、
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
し
、
官
民
問

わ
ず
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
担
い
手
が
不
足
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
人
材
確
保
に
強
い
危
機

感
を
抱
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

三　

鹿
児
島
県
行
財
政
運
営
指
針
の
策
定

　

当
県
で
は
、
平
成
二
四
年
三
月
に
策
定
し
た
「
行
財
政

運
営
戦
略
」
に
基
づ
き
、
様
々
な
行
財
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
一
〇
年
間
の
取
組
の
成
果

を
踏
ま
え
つ
つ
、
引
き
続
き
本
県
の
行
財
政
運
営
の
状
況

は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の



地方公務員月報　令和 5年 6月号 102

kkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkk

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
行
財

政
構
造
を
構
築
す
る
た
め
、
令
和
四
年
三
月
に
「
行
財
政

運
営
指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
指
針
に
お
い
て
は
、
様
々
な
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
等
を
踏
ま
え
、
今
後
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
人
材
・
組
織
に
関
す
る
取
組
が
よ
り
重
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
行
財
政
改
革
の
方
向
性
の
一
つ
と
し
て
、
従
来
か

ら
の
財
政
面
で
の
歳
入
・
歳
出
改
革
に
加
え
、
人
材
の
育

成
や
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
な
ど
に
、
よ
り
一
層

重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
明
記
し
、
令
和
四
年
度
か
ら

概
ね
一
〇
年
間
を
取
組
期
間
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

四　

令
和
四
年
度
に
お
け
る
取
組
状
況

㈠　

持
続
可
能
な
組
織
体
制
づ
く
り
に
向
け
た
庁
内
検
討

　

行
財
政
運
営
指
針
の
策
定
に
向
け
た
取
組
と
は
別
に
、

令
和
三
年
度
に
、
様
々
な
部
局
の
若
手
職
員
が
参
加
し
て

「
鹿
児
島
県
庁
働
き
方
改
革
推
進
チ
ー
ム
」
を
自
発
的
に

立
ち
上
げ
、
令
和
四
年
三
月
に
、
知
事
に
対
し
働
き
方
改

革
に
関
す
る
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
行
財
政
運
営
指
針
の
策
定
を
機
に
、
働
き

方
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
、
若
手
職
員
の
提
案
等
を
積
極

的
に
吸
い
上
げ
る
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
同
指
針
の
推
進
体
制
で
あ
る
行
財
政
改
革
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
副
知
事
座
長
）
の
下
に
、
令
和
四
年

四
月
に
、
若
手
職
員
を
中
心
に
構
成
す
る
「
鹿
児
島
県
庁

働
き
方
改
革
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」を
新
た
に
設
置
し
、

総
務
部
長
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
二
八
人
の
メ
ン
バ
ー
で

「
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
改
革
チ
ー
ム
」、「
組
織
・
業
務
改
善

チ
ー
ム
」、「
人
材
育
成
チ
ー
ム
」
の
三
つ
の
チ
ー
ム
を
編

成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
応
じ
て
、
今
後
の
具
体
的

な
取
組
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

㈡　

管
理
職
員
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
意
識
調
査

　

職
員
一
人
ひ
と
り
の
力
を
最
大
限
引
き
出
し
、
組
織
力

の
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
組
織
の
中
核
と
な
る
管

理
職
員
の
業
務
・
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
よ
り
一
層
重

要
に
な
る
と
の
観
点
か
ら
、
当
県
で
は
、
ま
ず
現
状
把
握

の
た
め
、
管
理
職
員
等
を
対
象
に
意
識
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

調
査
内
容
は
、
内
閣
官
房
内
閣
人
事
局
に
お
い
て
と
り

ま
と
め
ら
れ
た
管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
行
動
の
類
型
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（
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
行
動
、
成
果
を
挙
げ
る
組
織
運
営
、

資
源
の
有
効
活
用
、
組
織
の
規
律
）
に
つ
い
て
、
管
理
職

員
・
一
般
職
員
を
対
象
に
、
管
理
職
員
が
求
め
ら
れ
て
い

る
行
動
を
「
執
れ
て
い
る
か
・
い
な
い
か
」
を
尋
ね
た
も

の
で
あ
り
、
管
理
職
員
・
一
般
職
員
と
も
に
、
新
た
な
取

組
に
挑
戦
す
る
風
土
の
醸
成
な
ど
「
創
造
的
な
組
織
づ
く

り
」
等
を
課
題
と
考
え
る
割
合
が
高
い
状
況
と
の
調
査
結

果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
創
造
的
な
組
織

づ
く
り
な
ど
、
管
理
職
員
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
向
上
に

努
め
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

㈢　

分
野
ご
と
の
取
組
状
況

㊀　

人
材
確
保

　

行
政
需
要
は
、
今
後
、
ま
す
ま
す
高
度
化
・
多
様
化
・

複
雑
化
す
る
と
予
想
さ
れ
、
今
後
の
社
会
情
勢
の
変
化
等

に
対
応
で
き
る
優
秀
で
多
様
な
人
材
の
確
保
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
競
争
率
を
一
定

程
度
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
受

験
者
の
確
保
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
受
験

し
や
す
い
採
用
試
験
の
実
施
や
当
県
の
職
場
を
知
っ
て
も

ら
う
機
会
を
増
や
す
取
組
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
展
開
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

㊁　

人
材
育
成

　

次
に
、
様
々
な
政
策
課
題
を
柔
軟
か
つ
創
造
的
に
議
論

で
き
る
人
材
の
育
成
に
向
け
て
は
、
県
庁
外
の
刺
激
を
受

け
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。
行
財
政
運
営
指
針
に
お

い
て
も
、
民
間
企
業
等
へ
の
派
遣
や
市
町
村
等
と
の
人
事

交
流
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
を
、
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
明
記
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
市
町
村
と
の
積
極
的
な
人
事
交
流
は
も
と

よ
り
、
令
和
四
年
度
に
は
、
民
間
の
視
点
や
ノ
ウ
ハ
ウ
等

を
学
び
、
公
務
に
活
か
す
観
点
か
ら
、
株
式
会
社
デ
ィ
ー
・

エ
ヌ
・
エ
ー
へ
の
新
規
派
遣
を
行
う
な
ど
、
民
間
企
業
へ

の
派
遣
を
拡
充
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
高
度
化
・
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
行
政
需
要
に

対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
に
は
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
加
え
、
職
員

の
各
階
層
に
求
め
ら
れ
る
能
力
を
高
め
る
た
め
の
研
修
の

充
実
も
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
従
来
の
職
員
研
修
に
加
え
て
、
新
た
に
組
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織
力
向
上
の
た
め
の
特
別
研
修
と
題
し
、
管
理
職
員
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
や
若
手
職
員
の
政
策
形
成
能
力
の
向
上

の
た
め
の
研
修
、
自
己
啓
発
意
欲
の
向
上
の
た
め
の
休
日

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
人

材
育
成
に
豊
富
な
知
見
等
を
有
す
る
一
般
財
団
法
人
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
人
材
育
成
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締

結
し
、
同
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
各
種
研
修
を
効

果
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

㊂　

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備

　

職
員
が
仕
事
面
で
は
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
つ
つ
、

育
児
や
介
護
と
い
っ
た
家
庭
面
で
抱
え
る
事
情
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
在
宅
勤
務
や
早
出
・
遅

出
勤
務
、
育
児
休
業
等
の
制
度
を
活
用
し
や
す
い
環
境
整

備
が
必
要
で
す
。

　

特
に
、
男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
率
が
低
く
、
男
性

職
員
の
育
児
に
対
す
る
意
識
改
革
を
進
め
る
必
要
が
あ
っ

た
た
め
、
男
性
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
促
進
に
向
け
、

育
児
休
業
の
取
得
経
験
の
あ
る
男
性
職
員
と
育
児
奮
闘
中

の
総
務
部
長
と
の
座
談
会
を
開
催
し
、
そ
の
内
容
を
広
く

周
知
し
た
ほ
か
、「
男
性
職
員
の
育
児
強
化
月
間
」
を
設

定
す
る
等
、様
々
な
取
組
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
率
は
、
令
和
三
年
度
の
約
一

割
か
ら
、
令
和
四
年
度
末
で
は
四
割
超
と
な
り
、
大
き
く

増
加
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
在
宅
勤
務
に
つ
い
て
も
、
ハ
ー
ド
面
で
は
在
宅

で
も
庁
内
と
同
じ
状
態
で
の
業
務
が
可
能
と
な
る
環
境
を

整
備
し
て
い
ま
し
た
が
、
運
用
面
で
も
実
施
単
位
を
半
日

単
位
と
す
る
制
度
改
正
や
時
間
外
勤
務
の
試
行
を
実
施
す

る
な
ど
、
改
善
を
図
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

五　

令
和
五
年
度
に
お
け
る
取
組

㈠　

持
続
可
能
な
組
織
体
制
づ
く
り
に
向
け
た
取
組

　

令
和
五
年
度
に
お
い
て
は
、令
和
四
年
度
に
お
け
る「
鹿

児
島
県
庁
働
き
方
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
で
の
検
討
結

果
を
踏
ま
え
、
主
に
、
人
材
確
保
、
人
材
育
成
、
働
き
や

す
い
職
場
環
境
の
整
備
、
行
政
事
務
の
効
率
化
の
四
分
野

で
の
取
組
を
拡
充
・
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、「
鹿
児
島
県
人
財
育
成
ビ
ジ
ョ

ン
（
仮
称
）」
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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ま
た
、
研
修
内
容
を
更
に
拡
充
し
、
市
町
村
に
お
け
る

人
材
育
成
の
支
援
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
市
町
村
と
の

連
携
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
管
理
職
員
に
つ

い
て
も
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改
善
に
向
け
た
気
づ
き
の
機

会
を
増
や
す
観
点
か
ら
、
各
職
員
が
所
属
長
を
評
価
す
る

制
度
、
い
わ
ゆ
る
三
六
〇
度
評
価
を
試
行
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
職
員
の
人
材
育
成
の
一
環
と
し
て
、
民
間

企
業
や
国
、
市
町
村
と
の
人
事
交
流
を
積
極
的
に
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
民
間
企
業
等
へ
の
派
遣
に
関
し
て

は
、
過
去
最
高
の
二
一
名
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
市
町

村
と
の
人
事
交
流
に
つ
い
て
は
、
一
九
名
の
相
互
交
流
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
民
間
企
業
へ
の
職
員
派

遣
は
、
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
も
非
常
に
有
効
で
あ
り
、

今
後
も
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

他
方
で
、
派
遣
先
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
業
務
上
の

つ
な
が
り
や
職
員
個
人
の
人
脈
等
を
元
に
確
保
し
て
い
る

状
況
で
す
。
特
に
、
小
規
模
な
自
治
体
で
は
、
民
間
企
業

へ
の
派
遣
希
望
が
あ
っ
て
も
、希
望
す
る
派
遣
先
を
発
掘
・

確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
国
家

公
務
員
に
つ
い
て
は
、
官
民
人
事
交
流
法
に
よ
り
、
人
事

院
が
各
府
省
と
の
交
流
を
希
望
す
る
民
間
企
業
を
公
募

し
、
各
府
省
に
提
示
す
る
制
度
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
治
体
に
お
け
る
民
間
企
業
と
の
交
流
を
さ
ら
に
促
進
す

る
観
点
か
ら
、
民
間
企
業
と
の
人
事
交
流
（
派
遣
・
受
入
）

を
希
望
す
る
地
方
自
治
体
と
、
地
方
自
治
体
と
の
人
事
交

流
を
希
望
す
る
民
間
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て
、

国
に
お
い
て
全
国
的
な
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
ご
検
討
を
お
願
い
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
職
員
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
や
す
く
し
、
政
策
的
な

課
題
解
決
に
向
け
た
議
論
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
観
点
か

ら
、
本
庁
舎
の
一
部
に
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
等
を
試
験
的
に

導
入
し
、
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

㈡　
「
鹿
児
島
県
庁
働
き
方
改
革
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

の
令
和
五
年
度
の
取
組
方
針

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
鹿
児
島
県
庁
働
き
方
改
革
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
、
三
つ
の
チ
ー
ム
で
、
各

チ
ー
ム
の
テ
ー
マ
に
応
じ
た
具
体
的
な
取
組
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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特
に
、今
年
度
は
、「
鹿
児
島
県
人
財
育
成
ビ
ジ
ョ
ン（
仮

称
）」
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
職
員
の
主
体
的
な
議
論
を
重
視
し
、
同
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
検
討
す
る
た
め
、
昨
年
度
よ
り
も

メ
ン
バ
ー
を
拡
充
し
、
総
勢
三
七
人
の
体
制
を
編
成
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

㈢　
「
鹿
児
島
県
人
財
育
成
ビ
ジ
ョ
ン
（
仮
称
）」
の
策
定

に
向
け
た
取
組

　
「
鹿
児
島
県
人
財
育
成
ビ
ジ
ョ
ン
（
仮
称
）」
を
策
定
す

る
背
景
・
課
題
と
し
て
、
目
指
す
べ
き
職
員
像
や
人
材
育

成
の
基
本
的
な
方
針
等
に
つ
い
て
、
㊀
職
員
自
ら
が
積
極

的
に
議
論
し
、
整
理
し
た
上
で
、
人
材
育
成
等
の
更
な
る

充
実
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
㊁
人
材
育
成
に
つ

い
て
は
、
従
来
の
研
修
に
加
え
、
官
民
人
事
交
流
、
人
事

評
価
の
活
用
、専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
人
材
の
育
成
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
な
取
組
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
㊂

あ
わ
せ
て
、
人
材
育
成
の
前
提
と
な
る
人
材
の
確
保
や
、

職
員
の
能
力
発
揮
の
た
め
の
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整

備
の
取
組
の
重
要
性
も
増
大
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
人
材

確
保
・
人
材
育
成
・
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
の
取
組
の
方
向
性
を
体
系
的
に
整
理
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
・
課
題
を
踏
ま
え
、「
鹿
児
島
県
人

財
育
成
ビ
ジ
ョ
ン
（
仮
称
）」
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、「
鹿
児
島
県
庁
働
き
方
改
革
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
に
お
け
る
議
論
も
踏
ま
え
、
目
指
す
べ
き
職
員
像
や

人
材
育
成
の
基
本
的
な
方
針
等
に
つ
い
て
、
職
員
間
で

し
っ
か
り
と
主
体
的
に
議
論
し
、
整
理
し
た
上
で
、
人
材

育
成
の
更
な
る
充
実
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
と
し
て
は
、
目
指
す
べ
き
職
員
像
や

各
職
階
層
に
求
め
ら
れ
る
資
質
、
専
門
人
材
が
必
要
な
分

野
、
人
材
確
保
、
人
材
育
成
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
の
取
組
の
方
向
性
に
加
え
、
市
町
村
の
人

材
育
成
へ
の
支
援
な
ど
を
盛
り
込
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

策
定
に
当
た
っ
て
は
、「
鹿
児
島
県
庁
働
き
方
改
革
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
に
お
け
る
検
討
の
ほ
か
、
規
定
内
容

の
う
ち
、
主
に
「
目
指
す
べ
き
職
員
像
」
や
「
各
職
階
層

に
求
め
ら
れ
る
資
質
」
等
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
多

様
な
職
種
や
役
職
等
の
職
員
で
構
成
す
る
「
職
員
ワ
ー
ク
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シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
、
広
く
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
有
識
者
会
議
」
を
設
置
し
、

各
分
野
の
専
門
的
な
知
見
に
よ
る
助
言
を
い
た
だ
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

六　

終
わ
り
に

　

将
来
的
に
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
等
の
一
層
の
進

行
に
伴
い
、
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
し
、
官
民
問
わ
ず
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
担
い
手
が
不
足
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

お
り
、
人
材
確
保
は
さ
ら
に
困
難
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
人
材
確
保
に
加
え
、
人
材
育
成
や
働

き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
と
い
っ
た
課
題
が
、
当
県
の

み
な
ら
ず
、
各
自
治
体
に
お
い
て
も
喫
緊
の
重
要
課
題
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

当
県
は
、
近
代
日
本
の
黎
明
期
を
リ
ー
ド
し
た
幾
多
の

人
材
を
輩
出
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
今
こ
そ
、
過
去
の

歴
史
を
誇
り
に
、こ
れ
か
ら
の
時
代
を
切
り
開
け
る
よ
う
、

人
材
育
成
の
先
進
県
を
目
指
し
て
様
々
な
取
組
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


